
                 

     

  

 

◎
令
和
元
年
度
会
員
交
流
の
集
い

（
研
修
旅
行
）、
舞
鶴
方
面
と
決
定 

実
施
日
：
⒑
月
⒒
日
（
金
） 

場 

所
：
舞
鶴
方
面 

引
揚
記
念
館
・
引
揚
桟
橋
・
赤
レ
ン

ガ
博
物
館
等
。
昼
食
は
舞
鶴
の
と
れ

と
れ
セ
ン
タ
ー
で
す
。 

 

詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
案
内
済
み 

現
在
参
加
者
募
集
中 

 

 
◎
令
和
元
年
度
の
会
員
作
品
展
の
日

程
が
決
ま
り
ま
し
た 

日
程
：
⒒
月
⒒
日
（
月
）
～
⒒
月
⒗

日
（
金
） 

場
所
：
安
曇
川
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー 

 

詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
案
内
し
ま

す
。 

多
く
の
出
展
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

 

◎
地
域
活
動
事
例
発
表
会 

 

令
和
元
年
度
の
第
⒓
回
事
例
発
表

会
は
例
年
通
り
近
江
八
幡
の
「
ひ
ま

わ
り
館
」
に
て
⒒
月
⒙
日
（
月
）
に

開
催
さ
れ
ま
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

高
島
支
部
か
ら
は
「
近
江
今
津 

街
歩
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
つ

い
て
」
の
活
動
状
況
を
木
下 

納
氏

が
発
表
し
ま
す
。 

 

◎
三
日
月
知
事
か
ら
礼
状
届
く 

  

 

◎
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
米
原
校 

四
十
二
期
生
の
募
集
に
於
い
て
「
北

近
江
文
化
」
学
科
へ
の
応
募
者
が
少

な
く
、
開
講
し
な
い
事
に
な
り
ま
し

た
。
応
募
者
の
内
、
数
名
は
他
学
科

へ
の
振
り
替
え
を
希
望
さ
れ
、
希
望

学
科
に
て
決
定
通
知
が
送
付
さ
れ
た

と
の
事
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
米
原
校

で
は
「
園
芸
」
と
「
健
康
づ
く
り
」

の
二
ク
ラ
ス
と
な
り
ま
す 

 

◎
お
詫
び
で
す 

 

前
回
の
「
レ
イ
大
高
島
通
信
」
、
第

七
四
号
で
、「
グ
リ
ー
ン
購
入
」
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、「
滋
賀
グ
リ

ー
ン
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
か

ら
「
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
」
と
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

活
動
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
何
も

変
わ
り
ま
せ
ん
が
名
称
が
「
グ
リ
ー

ン
購
入
」
か
ら
「
グ
リ
ー
ン
活
動
」

に
変
り
ま
し
た
。 

 

即
ち
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入

レイ大高島通信 
レイカディア大学同窓会高島支部 
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す
る
際
に
、
環
境
を
考
え
、
環
境
へ

の
負
担
が
出
来
る
だ
け
少
な
い
も
の

を
選
ん
で
購
入
す
る
こ
と
で
す
。 

訂
正
し
て
お
詫
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

◎
「
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
」 

 

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
は
具
合
が
悪

く
て
動
か
な
く
な
っ
た
玩
具
を
診
察

し
治
療
す
る
事
に
情
熱
を
注
い
で
い

ま
す
。 

 

子
供
達
に
物
を
大
切
に
す
る
心
、

科
学
す
る
心
、
ひ
い
て
は
人
を
も
大

切
に
す
る
心
を
育
て
る
事
が
目
的
で

す
。
機
械
い
じ
り
の
好
き
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
方
一
緒

に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。 

毎
月
第
一
日
曜
日
に
ヴ
ォ
ー
リ
ス
資

料
館
で
の
玩
具
病
院
に
参
加
し
て
い

ま
す
。 

（
今
津
・
川
尻 

２
２
－
５
１
１
３
） 

 

◎
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

例
年
ど
お
り
「
高
島
支
所
の
剪
定
」

を
実
施
予
定
で
す 

 

◎
県
内
の
百
歳
以
上
が
七
百
九
十
六

人
で
過
去
最
多
と
な
る
。 

内
訳
は
女
性
七
百
六
人
・
男
性
九
十

人
で
あ
る
。 

ま
た
、
県
内
の
六
十
五
歳
以
上
は
三

十
六
万
二
千
三
百
六
十
一
人
で
県
人

口
約
百
四
十
一
万
人
の
２
０
．
９
％

を
占
め
、
市
町
別
で
は
高
島
市
が
３

５
．
３
％
で
最
多
と
な
っ
た
。 

 
◎
食
生
活
に
注
意
！ 

今
更
で
は
な
い
が
、
食
事
は
た
だ
空

腹
を
満
た
せ
ば
良
い
も
の
で
は
な
い
。

以
前
栄
養
士
の
方
が
口
に
し
て
い
た

「
ま
た
く
ち
に
や
さ
し
い
わ
」
を
思

い
出
し
た
。 

ま
：
豆
類 

た
：
た
ま
ご 

く
：
果
物
又
は
野
菜 

ち
：
乳
や
乳
製
品 

に
や
さ
し
い
わ
。
歳
を
と
る
と
食
生 

活
の
乱
れ
が
顕
著
に
な
る
。
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
！ 

◎
会
員
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

中
で
す 

 

◎
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
が
施
行
さ

れ
ま
す
。 

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
る

「
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
す
動
き
が
広

が
り
つ
つ
あ
る
。
世
界
中
で
は
食
料

不
足
で
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
人
達
が
存
在
す
る
中
で
、
大
量

の
食
料
を
輸
入
し
、
ま
だ
食
べ
ら
れ

る
の
に
年
６
４
３
ト
ン
も
の
食
品
が

７
ｙ
８
う
う
７
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。

買
い
す
ぎ
・
作
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。 

賞
味
期
限
：「
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

期
限
」
で
、
菓
子
や
加
工
食
品
に
設

け
ら
れ
る
。 

消
費
期
限
：「
過
ぎ
た
ら
食
べ
な
い
方

が
良
い
」
、
こ
れ
は
弁
当
な
ど
傷
み
や

す
い
品
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

ス
ー
パ
や
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
期
限
の

迫
っ
た
品
物
の
値
引
き
販
売
を
初
め

て
い
る
。 

◎
異
常
高
温
・
豪
雨
災
害
・
台
風
の

来
襲
・
大
停
電
等
次
か
ら
次
へ
と
襲

っ
て
く
る
災
害
に
我
々
は
ど
う
対
応

す
れ
ば
よ
い
の
か
？ 

 

◎
彼
岸
花
：
あ
な
た
も
か
？ 

気
象
庁
が
観
測
し
て
い
る
全
国
⒙
ヶ

所
の
う
ち
、
⒕
ヶ
所
で
平
年
よ
り
も

開
花
が
遅
れ
て
い
る
と
云
う
。
ひ
ど

い
残
暑
が
花
や
生
き
物
た
ち
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
狂
わ
せ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。 


